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1.実施要綱の改正 (平成23年 4月から実施予定)
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③管理宿直守呻員の配置の琴件緩和 ニー 3か所以上の小規模グループケアを行う施設を対象に追加
④毎年度指率9否要花 
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  都道府県知事等が毎年度指走する方番かゃ、一度指定を受ければ良い方式に哉あt事務を簡桑化

(2)地域小規模児童養護施設の推進   :             :
Q設置要件の弾カイビ等  1 既洋定員に追カロして設け、本体施設の入所率909/・以上という要件の廃上     :
9毎年度指定の本琴化 二一 部道府県知事等が毎年農指定すゃ方式から、下産指定を受|チ五|ず良tヽ方式に哉め:事務を缶素化

(3)児童家庭支援センタ下にょる里親等支援       ′`

9児車家庭支援センターによる里親等支援の位置づけ                              :
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施設と、同様に、定員に基づく計算方■に改める。
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o平成19年度から実施し3年を経過。運用改善として、保証暉
期FH5(現在は保証開始後原則尋長 o年)の延長を惨討。

2.里親委託ガイドラインの策定、
'里

親運営要領の改正 (4月実施予定)

○里親優先の原則、実親との関係、薪年児里親、親族黒糧の取扱い1措置延長、
マッアング、里親支援など    
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3::最低基準の当面の改正 (3月に案を駆りまとめ≒後、省令改正手綺き)   |
0新たな予算措置を要しない範囲で,当面の見直し                         ■‐

4.暮施畿種別の渾普指針の策定:卑豊養諄Ⅲ設のケア標準 (養育標準)の策定
(平成2,午庫守2 :

○施設の蓮童の費の高上を面るため、籠諄類型ごとにt違善指針を策定するとともに1克豊養護
施設あケア|`拳育)の標準を作啓

‐0その上で、第二者評価ゃ、職員研修9充実|こも活用tていく。      |
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